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令和５年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第５学年）


テーマ〖　環境問題について調べよう　～森林学習編～　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千早赤阪村立赤阪小学校　











≪学習のねらい≫


　・森林に対する正しい知識と森林サイクルの重要性について理解を深める。


　・地元に豊富にある資源に注目し、郷土に対する愛着と誇りをもつ。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　１０月　～　１１月　　


　①森林を取り巻く現状と課題、地球温暖化などの環境問題に


対する森林の役割を知る。


　　地元の木材を使って製作活動に取り組む。


②村内にある森林を訪れ、人工林と自然林の違いを観察したり、


伐採体験を通して適切に管理する必要性を知る。


　





≪指導のポイント≫


　■現地を訪れて観察することで、天然林と人工林の違いを目の当たりにし、適切に管理する必要性を


感じることができた。


　■地元で伐採した木材を使って制作活動に取り組むことで、人工林の有効利用について具体的な


イメージをもつことができた。


　■林業という仕事を知り、地元の産業に興味を持つことができた。





≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


・千早赤阪村　「森林環境学習」


・丸紅木材株式会社・株式会社千早銘木・矢倉林業等


スタッフの方々


・SDGｓ





≪成果≫


・人工林は、最後まで手を入れて育ててあげることが大切だと分かった。


・山に木がなければ、災害が起こりやすくなると分かった。


・林業従事者の人たちの頑張りを知ったけど、働く人が減っていて、大変なことも知った。


・間伐は木と木の間の木を切って、太陽の光を取り入れることだとわかった。


・林業従事者はとても大変だけど、大切な仕事だとわかった。











